
２　二次救
急輪番体
制への参
加病院数

６　補助
事業の
開始年
次

市町
村
単独

市町村
合同

合同してい
る市町村名

輪番実
施なし

病院数 一般 小児
その
他

その他の
診療科名

補助 委託 有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の補
助先

223年度 222年度 221年度 22年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

公益社団
法人横浜
市病院協
会

横浜市 ○ 31 ○ ○ ○ ○ 1,975 6+ ○ 132,478 11,281 111,665 117,563

１）体制確保費として（輪番１回あたり）、
　　内科・外科・・・150,000円　［年末年始
加算］62,600円
　　小児科・・・・・・100,000円　［年末年
始加算］62,600円
　　※内科・外科の輪番病院の体制確保費は、
500万円を上限とする。
２）救急患者受入実績に応じた奨励費（申請年
の1月から12月の横浜市消防局による救急搬送
人員
　　に応じた補助）・・・1,000件以上　300万
円
　　　　　　　　　　　　　　　750件以上
２００万円
　　　　　　　　　　　　　　　500件以上
１００万円
３）輪番参加に伴う医師賠償責任保険料に係る
経費　（内科・外科）４２,000円（小児科）
25,000円
※二次救急拠点病院及び輪番病院（内科・外
科）が小児科輪番に参加した場合、50,000円と
する。

川崎市病
院協会

川崎市 ○ 24 ○ ○ ○ ○ 1978 ○ 4,987 49,728 49,656 49,728

地区病院
協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科

（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について（神奈川県病院協会、事務長部会調査）＜暫定版＞

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）
９　各病院への補助額の算定方法

（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価



２　二次救
急輪番体
制への参
加病院数

６　補助
事業の
開始年
次

市町
村
単独

市町村
合同

合同してい
る市町村名

輪番実
施なし

病院数 一般 小児
その
他

その他の
診療科名

補助 委託 有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の補
助先

223年度 222年度 221年度 22年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

地区病院
協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科

（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について（神奈川県病院協会、事務長部会調査）＜暫定版＞

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）
９　各病院への補助額の算定方法

（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価

相模原市
病院協会

相模原市 ○ 12 ○ ○ ○

内科系、
循環器
系、消化
器系、小
児科、産
婦人科、
外科系

○ ○ ○ 29 ○ 24,355 238,682 23,916 239,517

三浦半島
病院会

横須賀市 ✕ ○

横須賀市・
逗子市・三
浦市・葉山
町

✕ 9 ○ ○ ✕ ○ ✕ ○ ✕ 1982 ✕ ○ ✕ ✕ 未定 26,329 2,689 24,896

鎌倉市医
師会病院
会

鎌倉市 ○ ✕ ✕ 7 ○ ✕ ✕ ✕ ○



２　二次救
急輪番体
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市町
村
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施なし
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他
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医師会
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助先

223年度 222年度 221年度 22年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

地区病院
協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科

（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について（神奈川県病院協会、事務長部会調査）＜暫定版＞

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）
９　各病院への補助額の算定方法

（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価

湘南病院
協会

藤沢市 ○ 11 ○ ○ ○ 1978 ○ 88,426 8,845 85,676 8,515

所定の当番枠の実施実績に応じ、半期ごとに集
計して補助額を算定し医師会より各病院の指定
口座へ振り込みを行う。
当番枠についてはあらかじめ定められたロー
テーションにより暦通りとし、１２月3日～１
月３日は年末年始期間として休日扱いとする。
各枠とも外科・内科各１箇所が当番にあたり、
同一の病院が同日の内科と外科を兼務すること
も可。その場合は２か所分の補助額が算定され
る。

平日夜間
（２時～
翌８時）
単価9,円

土曜昼
間（１
３時～
１８
時）単
価3,円
土休日
夜間
（１８
時～翌
８時）
単価
14,6円

休日昼
間（９
～１８
時）単
価5,円
土休日
夜間
（１８
時～翌
８時）
単価
14,6円

湘南病院
協会

茅ヶ崎
市・寒川
町

○

湘南西部
病院協会

平塚市 ○
平塚市・大
磯町・二宮
町

4 ○
内科・外
科

○ ○ 26 ○ 19,137 32,814 2,998 28,649
単価×日数で計算。
連休時は別途連休加算あり。

923 1689 1689

厚木病院
協会

厚木市 ✕ ○
厚木市、愛
川町、清川
村

4 ○ ○ ○ ? ○ 57,755 57,282 57,338 57,282

補助金の分配の仕組み

第１当番の週1回あたりの金額　＝　厚木市補
助金総額　ー　（第２当番日数×3,円）　/　6
日（月～土）
週に２回、1.5回の第１当番をする病院はその
割合で増加させる

第２当番日数×＠3円/回

大和高座
病院協会

大和市 ○ 5 ○
成人内科
のみ

○ ✕ ○ 6,946 6,969 5,989 692

平日・休日単科×輪番当番日数（年間）　　※
この他に救急搬送受入れ補助（大和市民の搬送
のみが対象）として、前年度受入れ実績に対し
て補助あり

891 119
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村
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地区
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地区
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223年度 222年度 221年度 22年度 平日夜間 土曜日
日曜
日・休
日

地区病院
協会名

市町村名

１　二次救急病院輪番実施体制
（該当項目に「〇」）

３　二次救急輪番体制の対
象診療科

（該当項目に「〇」）

４　市町村
からの支援
方法
（該当項目
に「〇」）

二次救急病院輪番実施体制に対する市町村による支援等について（神奈川県病院協会、事務長部会調査）＜暫定版＞

７　市町村等からの補助先

（該当項目に「〇」）

５　補助
要綱の有
無（該当
項目に
「〇」）

８　補助金の推移（単位：千円）
９　各病院への補助額の算定方法

（具体的に記載してください。各区分ごとの単価の
ある場合は「円」単位で記載してください。）

単価

大和高座
病院協会

座間市 ○

海老名市、
座間市、綾
瀬市、小児
は、プラス
大和市

6 ○ ○ ○ ○
13,57
上期のみ

3,127 314 272

・平日・土曜  18：～翌8：
・日曜・祝日  8：～翌8：

・応需の患者数により変動

・223年上期の算定例
平日：33回×18万円＝５９４万円
土曜：1回×23万円＝23万円
日祝：13回×41万円＝533万円      計 1,357
万円

18 23 41

大和高座 海老名市 ○ ○

海老名市、
座間市、綾
瀬市、大和
市（小児の
み）

3 ○ ○ ○ ○
32,642
上期のみ

67,491 6,735 7,216

・平日・土曜  18：～翌8：
・日曜・祝日  8：～翌8：

この他に当番病院が患者多数などの理由により
一時的に応需できない場合の予備当番の対価も
あるが、応需した患者数により変動する。

18 18 36

　小田原
医師会病
院会

　小田原
市

○

　小田原
市、南足柄
市、中井
長、大井
町、松田
町、山北
町、開成
町、箱根
町、真鶴

1 ○ ○ ○ 1982 ○ 52628 11,528 11,128 12,628 1 1 2



公益社団
法人横浜
市病院協
会

横浜市

川崎市病
院協会

川崎市

地区病院
協会名

市町村名

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

223年度 222年度 221年度 22年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

○ ○

夜間帯や休日等の患
者受入れにより、特
に影響が大きい救急
医療体制参加医療機
関に対しての支援金
（稼働病床１床当た
り１７，円）
ただし、令和５年上
半期のみ。下半期は
全病院に対して支援
（1,/床）

○ 68441 6753 6753 6753

市内を２地区に分け、各地区
に一般（内科・外科）1病院、
小児１病院を当番病院とす
る。
1回当たりの単価（契約金額）
を配布。
213,8円にプラス消費税で合計
234,388円（税込）

2138 ○ ○

14　各病院への委託額の算定
方法

（具体的に記載してください。各
区分ごとの単価のある場合は
「円」単位で記載してください。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市町村支
援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村支
援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

８　委託金の推移（単位：千円）

1　委託契約
等

の有無
（該当項目に
「〇」）



地区病院
協会名

市町村名

相模原市
病院協会

相模原市

三浦半島
病院会

横須賀市

鎌倉市医
師会病院
会

鎌倉市

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

223年度 222年度 221年度 22年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

14　各病院への委託額の算定
方法

（具体的に記載してください。各
区分ごとの単価のある場合は
「円」単位で記載してください。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市町村支
援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村支
援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

８　委託金の推移（単位：千円）

1　委託契約
等

の有無
（該当項目に
「〇」）

○
（契約
額)731,5
5

(契約
額)722,5
29
(決算
額)697,3
39

(契約
額）
72,298
(決算
額）
699,972

（契約
額)737,8
3
（決算
額)73,49

【補助単価】（※医師、看護師、検
査技師、放射線技師等応需体制基準
があり、各々の設定単価の合計とな
ります。）
＜休日＞
・休日（9:～17：）　 〇内科21,5
円、〇循環器176,3円、〇消化器
11,5円、〇小児科197,5円、〇産婦
人科35,4円
・土曜日（13：～17:)　 〇内科
18,1円、〇循環器91,3円、〇消化器
11,5円、〇小児科11,2円
・連休（9:～17:）　 〇内科259,6
円、〇循環器219,6円、〇消化器
135,4円、〇小児科247,9円、〇産婦
人科379,9円
・年末年始（9:～17:）　 〇内科
381,8円、〇循環器338,円、〇消化
器25,9円、〇小児科375,8円、〇産
婦人科544,1円
＜夜間＞
・平日（19:～翌9:) 〇内科533,3
円、〇循環器274,1円、〇消化器
92,5円、〇小児科367,8円
・土曜日・休日（17:～翌9:)　〇内
科64,9円、〇循環器３４５，８円、
〇消化器11,5円、〇小児科413,7円

○

・新型コロナウイルス感染
症患者等入院協力事業
・帰国者・接触者外来運営
医療機関支援事業（拠点診
療外来運営医療機関支援事
業）
・新型コロナウイルス感染
症回復患者転院受入医療機
関支援事業
・新型コロナウイルス感染
症に関する医師派遣事業
・年末年始等における医療
提供体制確保に係る協力金
支給事業
・初期救急医療体制運営支
援事業
・医療従事者応援事業補助
金

○

上記事業
各々に対
象期間が
設定され
ている。

✕ ✕ ✕ ○

✕ ✕

✕ ○ ✕ ✕ 46,672円 81,273円 81,439円 82,811円 71,25円

午
後：
39,9
円
夜
間：
78,37
円

午後：
86,18円
夜間：
85,5円

✕ ✕ ○ ✕ ✕ ○



地区病院
協会名

市町村名

湘南病院
協会

藤沢市

湘南病院
協会

茅ヶ崎
市・寒川
町

湘南西部
病院協会

平塚市

厚木病院
協会

厚木市

大和高座
病院協会

大和市

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

223年度 222年度 221年度 22年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

14　各病院への委託額の算定
方法

（具体的に記載してください。各
区分ごとの単価のある場合は
「円」単位で記載してください。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市町村支
援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村支
援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

８　委託金の推移（単位：千円）

1　委託契約
等

の有無
（該当項目に
「〇」）

○

輪番制の補助要綱と
は別枠であるが、電
気、ガス等光熱費の
大幅な上昇により施
設運営に負担が生じ
ている病院に対して
藤沢市より助成金が
交付された。輪番制
に参加している１１
病院が交付対象。
（令和５年６月２８
日要綱制定→９月２
日支払）

○ ○

○ ○



地区病院
協会名

市町村名

大和高座
病院協会

座間市

大和高座 海老名市

　小田原
医師会病
院会

　小田原
市

11　委託
事業の開
始年次

有 無 開始年次
地区
病院協
会

地区
医師会

直接
病院

その
他

その他の
場合の委
託先

223年度 222年度 221年度 22年度
平日夜
間

土曜
日

日曜
日・休
日

増
額

具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

増額 具体的内容 減額
具体的内
容

変更
なし

14　各病院への委託額の算定
方法

（具体的に記載してください。各
区分ごとの単価のある場合は
「円」単位で記載してください。）

単価
15　新型コロナウィルス感染症蔓延期間における市町村支
援の増減額の状況

16　最近の物価高騰・人件費増嵩における市町村支
援の増減額の状況

12　市町村等からの委託先（該当項目に
「〇」）

８　委託金の推移（単位：千円）

1　委託契約
等

の有無
（該当項目に
「〇」）



公益社団
法人横浜
市病院協
会

横浜市

川崎市病
院協会

川崎市

地区病院
協会名

市町村名

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

○ ○

今回の調査は、二次輪番体制にかかるものであるが、横浜市では、拠点病院
(A・B)と輪番を併用した二次救急医療体制としており、小児も同様である。
救急車の受け入れシェアは、拠点病院が８５％、輪番が１５％となってお
り、市の支援を考える場合、輪番だけではなく拠点病院に対する支援も考え
なくてはならない。
さらには、横浜市は今後も高齢者が増加し、救急医療需要も増加が見込まれ
るが、限られた医療資源で対応するためには、初期救急も含めた救急医療体
制の構築、また救急受入病院の機能を確保するための後方搬送の仕組みの整
備も必要と考える。

横浜市病院協会では、医師の働き方改革の施行も踏まえて、令和６年度予算
編成に向けて横浜市に対し①二次・三次のみならず一次救急も含めた持続可
能な救急医療体制の構築、②それぞれの救急医療体制に応じた適切かつ十分
な補助制度の整備、③近隣自治体からの患者受入状況を反映した補助制度の
運用の見直しを要望しているが、市の対応は不明である。
医師の働き方改革の影響について、横浜市が救急医療体制参加病院に対して
独自調査を実施したが、結果を取りまとめ中であることから、今後結果を踏
まえた検討がなされるものと考えている。この中で、上記の救急医療体制の
あり方や、それに応じた市の支援策も検討・協議していきたいと考えてい
る。

要望③については、横浜市は補助要件として横浜市消防局からの搬送を基準
としているが、市境に近い病院は他都市からの患者も受け入れているため、
補助要件を満たさなくなることもあり得る。市としての考え方に一定の理解
はするものの、市外であることを理由に救急要請を断ることはできないた
め、その運用の見直しを求めたものである。横浜市消防局が市外医療機関に
搬送することも当然にある中で、管轄外からの患者受入をどのように考える
のかを求めるものである。

それぞれの地区での医療体制、それを踏まえた救急医療体制も状況が異なる
と思われる。情報を共有しながら、より良いものにできればと考えている。

○ ○

17　「医師の働き方改革」後（224年4月以降）の市町村によ
る二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・意

向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見



地区病院
協会名

市町村名

相模原市
病院協会

相模原市

三浦半島
病院会

横須賀市

鎌倉市医
師会病院
会

鎌倉市

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

17　「医師の働き方改革」後（224年4月以降）の市町村によ
る二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・意

向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見

✕ ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ✕ ○ 　各病院への委託金、補助額、単価設定は各地域の実情があるため、
取り扱いについては十分注意いただきたい。

○ ○

✕ ✕ ✕ ✕ ○ ✕ ✕ ○



地区病院
協会名

市町村名

湘南病院
協会

藤沢市

湘南病院
協会

茅ヶ崎
市・寒川
町

湘南西部
病院協会

平塚市

厚木病院
協会

厚木市

大和高座
病院協会

大和市

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

17　「医師の働き方改革」後（224年4月以降）の市町村によ
る二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・意

向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見

○ ○

○ ○

大和市に再三、物価高騰・水高熱費値上げによる医療機関経営の困窮
を伝えてきたが、医療よりも福祉・小児・高齢者に対する補助金配分
を重視するという市長方針とのことで、医療機関に対する市単独での
支援には繋がっていない。また、来年度の輪番制について輪番を担当
する市内5病院と行政・消防が集まる会議において、医師の働き方改
革の影響で宿日直許可の範囲を超えての受入れや、輪番日以外の受入
れについては厳しいとの意見や、従来通りの受入れを行政として要望
されるのであれば、医師の増員などに係る費用増を行政にも支援して
もらいたいとの意見を輪番病院側から意見を伝えたところであるが、
結果として来年度輪番制に関する決定は先送りとなっている上に、市
の財政が苦しいとの理由で住民健診等の委託金額も軒並み引き下げも
しくは据え置く等の意向が示されている（健診受諾金額については医
師会から、消耗品等を購入するにも値上げされている状況下で据え置
くという行政の方針に反対の意向を伝えている）



地区病院
協会名

市町村名

大和高座
病院協会

座間市

大和高座 海老名市

　小田原
医師会病
院会

　小田原
市

増額
予定

具体
的内
容

増額
を検
討

具体
的内
容

減額
予定

具体
的内
容

減額
を検
討

具体
的内
容

変更
なし

要望
済み

要望
予定

特に
なし

17　「医師の働き方改革」後（224年4月以降）の市町村によ
る二次救急体制支援に対する市町村の現時点の考え方・意

向

18　17の市町村
の考え方・意向に
対する貴地区病院
協会の対応

19　自由意見

○ ○


